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銀河中心巨大ブラックホール群に起源をもつデシメータ波帯電波パルスの発見

Discovery of Decimeter Radio Wave Pulses from Super Massive Black Holes in the Cen-
ter Region of Our Galaxy
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１．序　　　　 1984年の初期観測に端を発した銀河中心部デカメータパルスの究明は、その詳細観測の基礎に基づき、
1999年の観測結果へと発展した。すなわち初期観測結果での Gav（周期、0.421565sec）以外に、全体で 24種までのパ
ルス群の存在が確認されることになった。その 24種のパルス周期ひとつひとつが自転する巨大ブラックホール（Kerr　
Black Hole）を起源とする電波パルス周期と結論されている（Oya and Iizima, 1999）。特に電波源は Kerrブラック・ホー
ルのイヴェント・ホライゾン近傍にあり、極端な赤方偏移の結果デカメータ電波がパルス電波の重要な基礎部分を形成
すると結論されている。この場合、周期 T secの Kerr　ブラックホールの質量M は　M= 5000T(太陽質量)と見積もら
れている。電波源が Kerrブラック・ホールのイヴェント・ホライゾン近傍にある場合放射周波数が高くなるにつれ周波
数スペクトルの拡散と放射電力の低下が予測される。本研究はこうした問題意識のもと福井工業大学あわらキャンパス
における宇宙通信受信システムを活用し 1,4GHz帯および 1.6GHz帯にて銀河中心部の観測を実施デシメータ波帯電波パ
ルスの発見に至ったものである。
２．観測設備　　　　観測システムはデシメータ波帯で 41dBの利得をもつ 10mφパラボラアンテナに対し都合 70dB

の前置増幅部を擁するフロントエンド部をもつ。ここで 200mケーブルを経て主受信室に伝送された信号は 4段スーパー
ヘテロダイン方式を持つ主受信機を経て（最大 110dB）、約１Ｖ olt P-Pを示す最終信号（中心周波数 22.4kHz帯域幅
2.5kHz）となる。この最終信号は検波積分され、さらにＡ－Ｄ変換後ＰＣ制御によりデータ処理・蓄積を行っている。こ
の場合の制御ソフトはすべてWindows対応でマイクロソフト社 EXCELにてその VB を主体とするマクロを活用し、解
析の主力ソフトとしている。
　３．観測　　　　　　　　銀河中心部に対する初期観測は 2005年７月 25日より 8月 26日にわたって実施され、９

月から１１月にわたっては銀河中心部のない天空ならびにシステム雑音の基礎データの分析を実施した。　銀河中心部
に対する観測は前半の 8月 15日までは 1400.000MHz, 1409.705MHz, 1425.000MHzおよび 1435.000MHzの４チャンネル
同時観測を実施し、後半の 8月 26日まで 1610.090MHz, 1625.000MHz 1634.995MHzおよび 1641.000MHzの 4チャンネ
ルにて同時観測を実施した。
４．データ解析　　　　　　　　　非常に小さなＳ／Ｎ比のデータ解析のため、まずＦＦＴを 5000回以上平均するこ

とからはじめ、そこでえられた第三高調波までの関連を示す周期群を出発点として Box-Car解析を実施してパルス波形
を求めた。Box－ Car解析には２周期相関法をとり、Ｓ／Ｎ比 0.2乃至 0.4%においても十分パルス波形を検定できる方
式をとった。本研究ではアナログ段階での積分効果を利用し 5x10ˆ4回の重ね合わせで誤差は背景宇宙電波放射レベルの
0.05%の結果を得た。
５．結果と検討　　　　　　　第一の結果として 1.4GHz帯ならびに 1.6GHz帯ともにデカメータ波帯で観測された

Gaa,（周期 129.992 sec）Gab (周期 104.550 sec)と全く同じ周期のパルスが背景放射のそれぞれ 0.2%,および 0.25%のレ
ベルで決定された。第２に、デカメータ波帯電波パルスGacに対応するパルスは 52.003 secの周期で検出されているが、
そのレベルは 0.15%程度でデカメータ波帯の場合の対背景 0.6％に比して極端に低くなりまた周期は 47sec台まで広がっ
ている。
　得られた結果は周期の一致性より基本的にデカメータ波帯で観測されているパルス電波源からの放射をデシメータ

波帯で観測していることを示し、パルス電波源が巨大 Kerrブラックホールの Event Horizon　近傍にあると結論される。
Gacの場合、周期の分散が見られるのはデシメータ波帯の電波源がデカメータ波帯電波源より外側に位置することを示
唆するが、より詳細な観測は 2006年 3月以降に計画する精密観測を待つ必要がある。
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